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月前から受付を開始し、定員に達し次第締め切らせていただきます。ただし、申し込み多数の時は
抽選となる場合があります。
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D
inosaurs 

恐
竜
博
物
館
ニ
ュ
ー
ス
　
第
45
号
（
第
16
巻
１
号
）　
発
行
日
：
平
成
27
年
7
月
９
日
発
行

■
発
行
：
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
　
〒
９
１
１
ー

８
６
０
１  

福
井
県
勝
山
市
村
岡
町
寺
尾
51
ー
11

■
印
刷
：
河
和
田
屋
印
刷
株
式
会
社



タイ・ラオス・中国から
世界・日本初公開の
恐竜が福井に集結！！

休館日 ：  9月9日（水）・24日（木）

2015

7.10（金）-10.12（月・祝）
特別展講演会
■南アジアにおける獣脚類の進化 
日時／7月26日(日) 14：00～15：30 　
内容／南アジアで続々と発見される獣脚類化石は、この地域における肉食恐竜の

進化についての研究を飛躍的に発展させました。ジュラ紀から白亜紀にか
けて、彼らはどのように繁栄したのか？大陸分布との関係は？今最も注目さ
れている恐竜研究者の一人が獣脚類の栄枯盛衰の物語をお話しします。

講師／イギリス・エディンバラ大学研究員 ステファン・ブルサッテ 博士

■鳥類の初期進化 
日時／8月23日(日) 14：00～15：30
内容／近年、中国遼寧省の熱河層群から多くの原始的な鳥類化石が発見されて

います。その最新の研究成果をふまえ、中国の鳥類化石研究の第一人者
である周博士に、中生代の原始的な鳥類の進化について語っていただきます。 

講師／中国科学院古脊椎動物古人類研究所所長 周 忠和 博士 

博物館セミナー
■地球と生命の物語④「アジア南部における竜脚形類の進化」 
日時／9月20日(日) 13：00～14：30 
内容／アジア南部の竜脚形類は、タイ・ラオス・中国（南部）などから見つかっ

ています。ジュラ紀の古竜脚類と呼ばれる原始的なグループから、白亜紀
の進化したティタノサウルス形類まで、進化の道すじをたどってみましょう。 

講師／関谷　 透

特別展ツアー
■「特別展の展示解説」
日時／7月12日(日)、8月9日(日)、9月6日(日)、10月12日(月・祝)
　　　13：00～14：00
内容／特別展の素晴らしい標本について、詳しく解説します。

特 別 展 関 連 行 事

プウィアンゴサウルス

観覧料／一般 1200円、高校・大学生 800円、
　　　　小中学生 600円、70歳以上 500円

イクチオベナトール

アンキロサウルス類

今年７月、恐竜博物館は開館15周
年を迎えました。この記念すべき年
に、新たな恐竜の発見が相次ぐアジア
南部、特にタイ・ラオス・中国にス
ポットを当てた特別展を開催します。

アジア南部には三畳紀から白亜紀ま
で、恐竜時代の全般にわたる地層が分
布しています。この地域の恐竜発掘は
意外と歴史が古く、1930年代に始ま
りました。そして現在でも活発に発掘
が行われ、様々な種類の恐竜化石が見
つかっています。

今回、特に注目していただきたいの
は、ラオス産の魚食性獣脚類、イクチ
オベナトールです。背中に「帆」のよ
うな突起をもつグループであるスピノ
サウルス類に属しています。このグ
ループの恐竜はイギリスやアフリカで
発見されている種類が有名ですが、ア
ジアでは歯や断片的な骨化石が見つか
るのみでした。イクチオベナトールの

背骨は神経棘が長く伸び、明らかにス
ピノサウルス類と断定することができ
ます。このような化石が発見されたの
はアジアで初めてのことです。本特別
展のために世界で初めて骨格が復元さ
れました。

そしてもう一つの目玉は、タイ産の
竜脚類プウィアンゴサウルスです。全
長15.5mにおよぶ全身骨格が展示室の
中央にどっしりと構えています。プ
ウィアンゴサウルスはタイの白亜紀の
地層から発見された竜脚類で、タイを
代表する恐竜のひとつです。古生物学
に造詣の深いシリントーン王女にちな
み、プウィアンゴサウルス・シリン
トーナエと名付けられました。プウィ
アンゴサウルスは比較的進化した竜脚
類であるティタノサウルス形類に属し
ます。このグループはジュラ紀後期に
北米大陸で栄えましたが、白亜紀にな
るとアジアへも移り住んできて、それ

まで台頭していたマメンチサウルス類
に取って代わりました。

これら２大スターを筆頭に、三畳紀
後期から白亜紀後期まで、恐竜時代を
網羅した話題が盛りだくさんです。三
畳紀からは海辺の爬虫類とアジア最古
の恐竜イサノサウルス（実物化石）。
ジュラ紀には中国雲南省と四川省で独
自の恐竜群が形成されました。白亜紀
前期には進化した竜脚類が闊歩し、獣
脚類は草食性や魚食性の種類が現れて
食性を多様化させました。白亜紀後期
中国南部の恐竜コーナーで、浙江自然
博物館との共同発掘成果である卵化石
や南アジア初の尾にコブを持つアンキ
ロサウルス類を御紹介します。

このように、恐竜時代を通じたダイ
ナミックなスケールの展示となります
ので、ぜひ会場にお越しいただき、直
に見て堪能してください。

（関谷　透）
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博物館の　　　楽しみ方
りかえされたのかもしれませんが、そ
の証拠も残っていません。新しい物証
や解釈がない限り、残念ながら事件は
このまま迷宮入りとなってしまいます
が、推理は尽きません。このように私
たちはこの化石の前に立った瞬間、時
空間を越えて今から１億５千万年ほど
前に南ドイツで起きた、この事件の現
場を目の当たりにし、想像を膨らませ
ることになります。

“汚染”された太古の地球
カブトガニの対面に掛けられている

真っ赤な縞々模様の石に目を奪われる
方も少なくありません。この石は縞状
鉄鉱層と言います（図６）。27億年ほ
ど前の地球の海では、光合成をするバ
クテリアの出す酸素が徐々に増えてい
きました。バクテリアにとって生活廃
棄物だった酸素は、当時生きていた生
物たちにとっては猛毒の汚染物質だっ
たことでしょう。やがて酸素は海の中
に溶けていた鉄分と反応して真っ赤な
鉄さび（酸化鉄）ができ、大量に海底
に沈殿していきました。沈殿する時と
しない時を繰り返してできたのが、こ
の縞状鉄鉱層なのです。その沈殿が終
わると酸素はさらに大気中にまで放散
しました。20億年以上昔、地球の表
層は酸素に“汚染”された環境でした
が、やがてその酸素を利用する生物が
増えていきました。私たちはその末裔
といえます。私たちは酸素のある環境

が当たり前と思っていますが、酸素を
嫌う当時の生物たちにとっては、生存
すら脅かす危険な環境をバクテリアが
作り出したわけで、迷惑千万だったこ
とでしょう。そのようなことも、この
石は私たちに語りかけてくれます。

発掘現場に立つ
ダイノストリートの一番端には、

「カマラサウルスの産状」が展示さ
れ、そこの右階段を上がる手前にエレ
ベーターへ行く通路があります。そこ
に、勝山の発掘現場を再現した展示が
あります（図７）。発掘現場で調査す
る男女の人形に初めは驚くかもしれま
せん。この人形の服は、実際に発掘に
参加した調査員から譲り受けたもので
す。また、その顔も服の本人に心なし
か似ているような気もします。壁面は
実際の発掘現場の崖の斜面を型取りし
てFRP（繊維強化プラスチック）で
型を起こし、色づけしたものです。床
面も同様にFRPでできていて、発掘
現場から実際出てきた恐竜の足跡化石
面です。床面の手前には肉食恐竜の三
本指の跡が、黒く色づけされているの
がわかるでしょう（図８）。そのほか
にも黒く色づけされた部分は恐竜の足
跡です。今から１億２千万年ほど昔、
恐竜が足跡をつけた柔らかい地面が今
は硬い石になって掘り出され、その上
に調査員が立っている光景は、時間を
越えた不思議ささえ感じます。また、

床面には発掘現場の石を散りばめて、
臨場感を持たせています。

おわりに
博物館にはこのほかにも面白い展示

がたくさんあります。それはただ標本
を見て、解説文を読んでいただけでは
わからない、言葉にならない情報が標
本には詰まっているのです。しかし、
それを引き出す第一歩は、皆さん一人
ひとりに備わっている感性にかかって
います。展示を観て不思議に思うこと
が、皆さんの頭の中に沸々と湧いてく
る時がチャンスかもしれません。その
時は解説員との会話や音声ガイドが皆
さんの感性に磨きをかけてくれると思
います。それによってますます想像力
を高め、創造性を培いながら、太古の
世界への興味関心、知識を深めていっ
ていただきたいと思います。

（後藤道治）

はじめに
恐竜博物館の楽しみ方は、それぞれ

あると思いますが、ここでは展示物か
ら引き出されるいくつかの情報をご紹
介し、楽しみ方の参考にしていただき
たいと思います。

日常性を打ち破る
「博物館は日常性の打破から始まる」

といわれています。それは日常性を引
きずることなく、非日常空間としての
展示室に入るということです。そうい
う目で見ると恐竜博物館はある意味見
事に打破しているように思います。そ
れは、博物館に来るまでの間にすでに
始まっています。皆さんの多くが道の
途中で見る恐竜のモニュメントにす
でに打破の前兆があります（図１）。

「さあ、恐竜博物館に来た」という思

いを、車窓越しに感じる人は数多いで
しょう。さらに、目の前に広がる銀色
の卵型のドームは、非日常のほかの何
ものでもありません。それは博物館に
入ってもなお続きます。全長約35m
のエスカレーターや、それを囲む階段
や壁面の曲線構造は、見る者に近未来
の建築物を連想させ、まさに日常性の
打破の役割を果たしているといえます

（図２）。観覧者は下りつつ、恐竜ロ
ボットやその奥にある常設展示室の一
部などを見て期待感を膨らませます。
そして、その先にあるダイノストリー
トの暗い通路に入った瞬間、皆さんは
スポット照明に浮かび上がる壁面の化
石たちに意識が移り、完全に日常性は
断ち切られてしまいます（図３）。

カブトガニ死亡事件
壁面の化石の中で最初に目を惹くの

は、6mほどの石板の端にある大きさ
20cmほどのカブトガニの化石です。
カブトガニの先には出っ張った足跡が
延々とついています（図４）。皆さん

の中には「出っ張った足跡？」と思っ
た方もいるでしょう。実はこの足跡
は、もともと凹んだ足跡を埋めた砂に
よってできた雄型なのです。この足跡
と背中を向けたカブトガニですが、足
跡がついた時の状態に戻すように板を
手前に倒すと、なんとカブトガニは
ひっくり返っていることがわかります

（図５）。お椀を伏せたようなその姿勢
のままなら良いのに、わざわざひっく
り返って亡くなるのはちょっと不自然
さが残ります。何者かによってひっく
り返されたのか、それとも事故なの
か、事件性を感じませんか。この事件
を解決するには、勝手な想像ではな
く、説得力のある物証が必要になりま
す。足跡をもう一度詳しく観ると、細
長い尻尾の痕は一生懸命起き上がろう
としたのでしょう。回転しながら転々
と亡くなる寸前までついています。何
者かの仕業であれば犯人の足跡が有力
な物証となりますが見当たりません。
動機が捕食なら争って乱れた跡もある
でしょうが、それもありません。で
は、事故なのでしょうか。カブトガニ
は海の生き物なので、波でひっくり返
されたとも思われますが、足跡が消さ
れていないのが妙です。強風でひっく

図１　恐竜モニュメントと博物館（右遠方のドーム）

図３　ダイノストリート

図４　カブトガニと足跡の化石（赤矢印は尻尾の痕） 図５　カブトガニと足跡の化石のでき方 図６　縞状鉄鉱層 図７　発掘現場の再現ジオラマ 図８　ジオラマ床面の恐竜の足跡化石図２　エスカレーターと曲面構造の壁
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博物館の　　　楽しみ方
りかえされたのかもしれませんが、そ
の証拠も残っていません。新しい物証
や解釈がない限り、残念ながら事件は
このまま迷宮入りとなってしまいます
が、推理は尽きません。このように私
たちはこの化石の前に立った瞬間、時
空間を越えて今から１億５千万年ほど
前に南ドイツで起きた、この事件の現
場を目の当たりにし、想像を膨らませ
ることになります。

“汚染”された太古の地球
カブトガニの対面に掛けられている

真っ赤な縞々模様の石に目を奪われる
方も少なくありません。この石は縞状
鉄鉱層と言います（図６）。27億年ほ
ど前の地球の海では、光合成をするバ
クテリアの出す酸素が徐々に増えてい
きました。バクテリアにとって生活廃
棄物だった酸素は、当時生きていた生
物たちにとっては猛毒の汚染物質だっ
たことでしょう。やがて酸素は海の中
に溶けていた鉄分と反応して真っ赤な
鉄さび（酸化鉄）ができ、大量に海底
に沈殿していきました。沈殿する時と
しない時を繰り返してできたのが、こ
の縞状鉄鉱層なのです。その沈殿が終
わると酸素はさらに大気中にまで放散
しました。20億年以上昔、地球の表
層は酸素に“汚染”された環境でした
が、やがてその酸素を利用する生物が
増えていきました。私たちはその末裔
といえます。私たちは酸素のある環境

が当たり前と思っていますが、酸素を
嫌う当時の生物たちにとっては、生存
すら脅かす危険な環境をバクテリアが
作り出したわけで、迷惑千万だったこ
とでしょう。そのようなことも、この
石は私たちに語りかけてくれます。

発掘現場に立つ
ダイノストリートの一番端には、

「カマラサウルスの産状」が展示さ
れ、そこの右階段を上がる手前にエレ
ベーターへ行く通路があります。そこ
に、勝山の発掘現場を再現した展示が
あります（図７）。発掘現場で調査す
る男女の人形に初めは驚くかもしれま
せん。この人形の服は、実際に発掘に
参加した調査員から譲り受けたもので
す。また、その顔も服の本人に心なし
か似ているような気もします。壁面は
実際の発掘現場の崖の斜面を型取りし
てFRP（繊維強化プラスチック）で
型を起こし、色づけしたものです。床
面も同様にFRPでできていて、発掘
現場から実際出てきた恐竜の足跡化石
面です。床面の手前には肉食恐竜の三
本指の跡が、黒く色づけされているの
がわかるでしょう（図８）。そのほか
にも黒く色づけされた部分は恐竜の足
跡です。今から１億２千万年ほど昔、
恐竜が足跡をつけた柔らかい地面が今
は硬い石になって掘り出され、その上
に調査員が立っている光景は、時間を
越えた不思議ささえ感じます。また、

床面には発掘現場の石を散りばめて、
臨場感を持たせています。

おわりに
博物館にはこのほかにも面白い展示

がたくさんあります。それはただ標本
を見て、解説文を読んでいただけでは
わからない、言葉にならない情報が標
本には詰まっているのです。しかし、
それを引き出す第一歩は、皆さん一人
ひとりに備わっている感性にかかって
います。展示を観て不思議に思うこと
が、皆さんの頭の中に沸々と湧いてく
る時がチャンスかもしれません。その
時は解説員との会話や音声ガイドが皆
さんの感性に磨きをかけてくれると思
います。それによってますます想像力
を高め、創造性を培いながら、太古の
世界への興味関心、知識を深めていっ
ていただきたいと思います。

（後藤道治）

はじめに
恐竜博物館の楽しみ方は、それぞれ

あると思いますが、ここでは展示物か
ら引き出されるいくつかの情報をご紹
介し、楽しみ方の参考にしていただき
たいと思います。

日常性を打ち破る
「博物館は日常性の打破から始まる」

といわれています。それは日常性を引
きずることなく、非日常空間としての
展示室に入るということです。そうい
う目で見ると恐竜博物館はある意味見
事に打破しているように思います。そ
れは、博物館に来るまでの間にすでに
始まっています。皆さんの多くが道の
途中で見る恐竜のモニュメントにす
でに打破の前兆があります（図１）。

「さあ、恐竜博物館に来た」という思

いを、車窓越しに感じる人は数多いで
しょう。さらに、目の前に広がる銀色
の卵型のドームは、非日常のほかの何
ものでもありません。それは博物館に
入ってもなお続きます。全長約35m
のエスカレーターや、それを囲む階段
や壁面の曲線構造は、見る者に近未来
の建築物を連想させ、まさに日常性の
打破の役割を果たしているといえます

（図２）。観覧者は下りつつ、恐竜ロ
ボットやその奥にある常設展示室の一
部などを見て期待感を膨らませます。
そして、その先にあるダイノストリー
トの暗い通路に入った瞬間、皆さんは
スポット照明に浮かび上がる壁面の化
石たちに意識が移り、完全に日常性は
断ち切られてしまいます（図３）。

カブトガニ死亡事件
壁面の化石の中で最初に目を惹くの

は、6mほどの石板の端にある大きさ
20cmほどのカブトガニの化石です。
カブトガニの先には出っ張った足跡が
延々とついています（図４）。皆さん

の中には「出っ張った足跡？」と思っ
た方もいるでしょう。実はこの足跡
は、もともと凹んだ足跡を埋めた砂に
よってできた雄型なのです。この足跡
と背中を向けたカブトガニですが、足
跡がついた時の状態に戻すように板を
手前に倒すと、なんとカブトガニは
ひっくり返っていることがわかります

（図５）。お椀を伏せたようなその姿勢
のままなら良いのに、わざわざひっく
り返って亡くなるのはちょっと不自然
さが残ります。何者かによってひっく
り返されたのか、それとも事故なの
か、事件性を感じませんか。この事件
を解決するには、勝手な想像ではな
く、説得力のある物証が必要になりま
す。足跡をもう一度詳しく観ると、細
長い尻尾の痕は一生懸命起き上がろう
としたのでしょう。回転しながら転々
と亡くなる寸前までついています。何
者かの仕業であれば犯人の足跡が有力
な物証となりますが見当たりません。
動機が捕食なら争って乱れた跡もある
でしょうが、それもありません。で
は、事故なのでしょうか。カブトガニ
は海の生き物なので、波でひっくり返
されたとも思われますが、足跡が消さ
れていないのが妙です。強風でひっく

図１　恐竜モニュメントと博物館（右遠方のドーム）

図３　ダイノストリート

図４　カブトガニと足跡の化石（赤矢印は尻尾の痕） 図５　カブトガニと足跡の化石のでき方 図６　縞状鉄鉱層 図７　発掘現場の再現ジオラマ 図８　ジオラマ床面の恐竜の足跡化石図２　エスカレーターと曲面構造の壁
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恐竜が出始めたころの植物
研究職員 湯 川 弘 一
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写真１. 成羽の植物化石産地（左は瀋陽師範大学　孫革教授） 写真２. 立木化石の拡大写真（左）とスケッチ（右） （湯川ほか, 2012より）

恐竜が出始めたころ（三畳紀後期）、
彼らの目にはどんな景色が映っていた
のでしょうか。もちろん現在と同じよ
うに、植物が生えていて、虫などの動
物が生きていたでしょう。ではその植
物は今とどんな違いがあるのでしょ
う。今は、春の訪れとともに桜が咲き
乱れ、梅雨の時期には紫陽花が濃い緑
に彩りを与え、秋には金木犀が香りを
運んできます。人にとっては当たり前
のように感じ、見ることができるこの
変化を、当時の恐竜たちは同じように
見ることはありませんでした。という
のも、今現在当たり前のように見るこ
とができる“花を咲かせる植物（被子
植物）”は、出現していないからです。

三畳紀後期（約2億3000万年前～2
億年前）の地層からみつかった植物化
石の記録を見てみると、胞子で増える
コケ植物やシダ植物、種子で増える裸
子植物で構成されています。つまり現
在の森と比べてみると、足元に生えて
るような草はすべてコケやシダで、見
上げたところにあるような木は、ソテ
ツやイチョウ、針葉樹などでした。

日本でもこういった三畳紀後期の化
石記録があり、岡山県の成羽、山口県
の美祢、京都府の舞鶴などで報告され
ています。その中でも特に、岡山県の
成羽からみつかっている植物化石は、
Nariwa Flora（成羽植物群）とよば

れ、世界的にも有名な産地として知ら
れています（写真1）。

成羽植物群では、現在までの間で
43属114種類もの植物化石が記載報
告されました。内訳としてはシダ植物
が20属46種、裸子植物は23属68種
であり、割合としては裸子植物が優勢
でした。もちろん化石になる時に保存
がされやすかったり、そうでなかった
りする場合もあるため、成羽植物群の
すべてをあらわしているわけではない
ですが、当時の森林のほとんどがシダ
植物と裸子植物で占められていたで
しょう。

成羽ではそれ以外にも、珪化した木
の化石を産することが知られていま
す。これまでに5種類の針葉樹の化石
が報告されています。成羽では、こう
いった木の化石はまわりの岩石より硬
いため、岩石が風化して化石だけが残
り、それが転石としてみつかることが
多く、地層中でみつかることはあまり
多くありませんでした。しかし最近、
立木の化石として地層中に埋まってい
るものが報告されました（写真2）。
これは、日本で最古の化石林としての
報告であり、当時の木がどのようなと
ころに生えていたのかを知るうえで重
要な発見でした。木の化石自体は、日
本のもっと古い時代の地層からみつ
かっていますが、実際に生えていた証

拠が地層中に残っているのはここが最
古です。みつかった化石は、針葉樹の
Xenoxylonという仲間で、当時の自
然堤防の高まりに生えていたことがわ
かりました。

それ以外にも、当時の氾濫原では、
トクサの仲間が密集した形で生えてい
たり、イチョウや球果類のある仲間
は、それぞれが固まって森林を形成し
ていたりと、最近の調査で色々なこと
がわかってきました。植物は恐竜な
どと違って、移動することはありま
せん。つまり、みつかった化石の産
状（岩石中にどういった状態で入って
いるか）と化石が入っている岩石の堆
積構造（泥や砂のたまり方）で、遠く
から流されてきたものなのか、ほぼ原
地性の状態で化石になったのかが判別
できます。ある植物はどんな場所にど
のように生えていたかなど、当時の植
生が徐々に復元されつつあります。ま
たこういった植物化石以外にも、二枚
貝や巻貝、昆虫の化石もみつかってい
ます。これらの情報を基に、復元画に
は動物たちが描かれ、その動物たちが
歩き回っていた背景に植物がまた一
つ、また一つと加わっていきます。三
畳紀後期の日本にいたかもしれない恐
竜たちが、どのような景色をみていた
のか。今後の研究成果を期待してくだ 
さい。

東急ハンズさんとサンリオさんのコラボで、ポップアップ
カードが発売されました。当館開館15周年記念として製
作、当館ミュージアムショップ限定で好評販売中です。
16cm×23cmのカードを開くと、高さ20cm、幅46cmとい
う巨大なオブジェに！当館の銀色ドームをバックに、ティ
ラノサウルスやフクイラプトルなど10体の恐竜が飛び出
してきます。さらにボタンを押せば恐竜の足音や鳴き声を
聞くことができます。グリーティングカードとして送れる
封筒つき。

福井名物といえば、トンカツをウスターソースにくぐら
せたソースカツ丼ですが、ここ勝山市のおとなり大野市
では、それに対抗するかのごとく醤油カツ丼が食べられ
ています。ディノでも福井名物としていただけますよ。
トンカツは油でじっくりと揚げたもの。これを特製醤油
ダレにくぐらせれば油っぽさカット、風味はアップ。さ
らに大根おろしがトッピング、つかれたおなかにも優し
く味わいいっぱい。ほかほかの福井米もおいしくいただ
けるはず。ミニおろし蕎麦がつくセットは1,100円です。

醤油カツ丼

当館の展示室の奥には実物大のジオラマ「中国四川省の恐竜たち」があり、
10体もの動く恐竜ロボットがいます。まるで本当に恐竜時代に迷い込んだか
のようなリアルさが来館者から好評を得ています。その中の1体に剣竜類の

トゥオジャンゴサウルスがいます。剣竜類の特徴である背骨にそって前後にならぶ骨板が
よく表現されているのと同時に、両肩から左右に突き出た剣のような長いトゲもよく目立
ちます。ところが、全身骨格のトゥオジャンゴサウルスの肩には相当するトゲがありませ
ん。どちらかが間違った復元なのでしょうか？実はこれは復元の時期の差による違いで、どちらも間違いとはいえないのです。
　トゥオジャンゴサウルスは中国四川省自貢市で1970年代に発見された数多い種類の恐竜たちのひとつで、中国を代表する恐竜
のひとつでもあります。最初の化石はほぼ完全にのこされたものでしたが、肩のトゲはありませんでした。この標本をもとに組
み上げられた復元骨格が、全身骨格の方です。当館が建つ以前、福井県で恐竜発掘が始まった頃に、昔の福井県立博物館で展示
していました。
　しかし、その後の調査で発見された追加標本にはトゲがあり、復元画や復元模型でも肩にトゲがつけられることになりました。
骨格のそばの生体復元模型やジオラマのロボットは当館のオープンにあわせて制作したものなので、トゲがあるのです。
　では骨格の方も改めればよいと思うところですが、当館の骨格は複製なので、手直しするとなれば中国にある原標本の方から
先に行う必要があります。
　恐竜研究は、ひとつの発見で昨日までの常識がひっくり返ることがよくある世界です。恐竜の姿勢や学名の変化など、枚挙に
いとまがありません。逆にこうした変化を見つけて調べることは、発見の歴史・研究の進展をたどっていくのと同じことで、と
ても面白いものです。

恐竜博物館の　 ＆　 から
ジオラマの剣竜の肩にトゲがあるのは？

サウンド付きポップアップカード

カフェ＆レストラン・ディノの
イチオシ！

Q　A
Q

A
ジオラマにある復元ロボット

ミュージアムショップの
オススメ商品から

1,950円（税込）900円（税込）
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写真１. 成羽の植物化石産地（左は瀋陽師範大学　孫革教授） 写真２. 立木化石の拡大写真（左）とスケッチ（右） （湯川ほか, 2012より）

恐竜が出始めたころ（三畳紀後期）、
彼らの目にはどんな景色が映っていた
のでしょうか。もちろん現在と同じよ
うに、植物が生えていて、虫などの動
物が生きていたでしょう。ではその植
物は今とどんな違いがあるのでしょ
う。今は、春の訪れとともに桜が咲き
乱れ、梅雨の時期には紫陽花が濃い緑
に彩りを与え、秋には金木犀が香りを
運んできます。人にとっては当たり前
のように感じ、見ることができるこの
変化を、当時の恐竜たちは同じように
見ることはありませんでした。という
のも、今現在当たり前のように見るこ
とができる“花を咲かせる植物（被子
植物）”は、出現していないからです。

三畳紀後期（約2億3000万年前～2
億年前）の地層からみつかった植物化
石の記録を見てみると、胞子で増える
コケ植物やシダ植物、種子で増える裸
子植物で構成されています。つまり現
在の森と比べてみると、足元に生えて
るような草はすべてコケやシダで、見
上げたところにあるような木は、ソテ
ツやイチョウ、針葉樹などでした。

日本でもこういった三畳紀後期の化
石記録があり、岡山県の成羽、山口県
の美祢、京都府の舞鶴などで報告され
ています。その中でも特に、岡山県の
成羽からみつかっている植物化石は、
Nariwa Flora（成羽植物群）とよば

れ、世界的にも有名な産地として知ら
れています（写真1）。

成羽植物群では、現在までの間で
43属114種類もの植物化石が記載報
告されました。内訳としてはシダ植物
が20属46種、裸子植物は23属68種
であり、割合としては裸子植物が優勢
でした。もちろん化石になる時に保存
がされやすかったり、そうでなかった
りする場合もあるため、成羽植物群の
すべてをあらわしているわけではない
ですが、当時の森林のほとんどがシダ
植物と裸子植物で占められていたで
しょう。

成羽ではそれ以外にも、珪化した木
の化石を産することが知られていま
す。これまでに5種類の針葉樹の化石
が報告されています。成羽では、こう
いった木の化石はまわりの岩石より硬
いため、岩石が風化して化石だけが残
り、それが転石としてみつかることが
多く、地層中でみつかることはあまり
多くありませんでした。しかし最近、
立木の化石として地層中に埋まってい
るものが報告されました（写真2）。
これは、日本で最古の化石林としての
報告であり、当時の木がどのようなと
ころに生えていたのかを知るうえで重
要な発見でした。木の化石自体は、日
本のもっと古い時代の地層からみつ
かっていますが、実際に生えていた証

拠が地層中に残っているのはここが最
古です。みつかった化石は、針葉樹の
Xenoxylonという仲間で、当時の自
然堤防の高まりに生えていたことがわ
かりました。

それ以外にも、当時の氾濫原では、
トクサの仲間が密集した形で生えてい
たり、イチョウや球果類のある仲間
は、それぞれが固まって森林を形成し
ていたりと、最近の調査で色々なこと
がわかってきました。植物は恐竜な
どと違って、移動することはありま
せん。つまり、みつかった化石の産
状（岩石中にどういった状態で入って
いるか）と化石が入っている岩石の堆
積構造（泥や砂のたまり方）で、遠く
から流されてきたものなのか、ほぼ原
地性の状態で化石になったのかが判別
できます。ある植物はどんな場所にど
のように生えていたかなど、当時の植
生が徐々に復元されつつあります。ま
たこういった植物化石以外にも、二枚
貝や巻貝、昆虫の化石もみつかってい
ます。これらの情報を基に、復元画に
は動物たちが描かれ、その動物たちが
歩き回っていた背景に植物がまた一
つ、また一つと加わっていきます。三
畳紀後期の日本にいたかもしれない恐
竜たちが、どのような景色をみていた
のか。今後の研究成果を期待してくだ 
さい。

東急ハンズさんとサンリオさんのコラボで、ポップアップ
カードが発売されました。当館開館15周年記念として製
作、当館ミュージアムショップ限定で好評販売中です。
16cm×23cmのカードを開くと、高さ20cm、幅46cmとい
う巨大なオブジェに！当館の銀色ドームをバックに、ティ
ラノサウルスやフクイラプトルなど10体の恐竜が飛び出
してきます。さらにボタンを押せば恐竜の足音や鳴き声を
聞くことができます。グリーティングカードとして送れる
封筒つき。

福井名物といえば、トンカツをウスターソースにくぐら
せたソースカツ丼ですが、ここ勝山市のおとなり大野市
では、それに対抗するかのごとく醤油カツ丼が食べられ
ています。ディノでも福井名物としていただけますよ。
トンカツは油でじっくりと揚げたもの。これを特製醤油
ダレにくぐらせれば油っぽさカット、風味はアップ。さ
らに大根おろしがトッピング、つかれたおなかにも優し
く味わいいっぱい。ほかほかの福井米もおいしくいただ
けるはず。ミニおろし蕎麦がつくセットは1,100円です。

醤油カツ丼

当館の展示室の奥には実物大のジオラマ「中国四川省の恐竜たち」があり、
10体もの動く恐竜ロボットがいます。まるで本当に恐竜時代に迷い込んだか
のようなリアルさが来館者から好評を得ています。その中の1体に剣竜類の

トゥオジャンゴサウルスがいます。剣竜類の特徴である背骨にそって前後にならぶ骨板が
よく表現されているのと同時に、両肩から左右に突き出た剣のような長いトゲもよく目立
ちます。ところが、全身骨格のトゥオジャンゴサウルスの肩には相当するトゲがありませ
ん。どちらかが間違った復元なのでしょうか？実はこれは復元の時期の差による違いで、どちらも間違いとはいえないのです。
　トゥオジャンゴサウルスは中国四川省自貢市で1970年代に発見された数多い種類の恐竜たちのひとつで、中国を代表する恐竜
のひとつでもあります。最初の化石はほぼ完全にのこされたものでしたが、肩のトゲはありませんでした。この標本をもとに組
み上げられた復元骨格が、全身骨格の方です。当館が建つ以前、福井県で恐竜発掘が始まった頃に、昔の福井県立博物館で展示
していました。
　しかし、その後の調査で発見された追加標本にはトゲがあり、復元画や復元模型でも肩にトゲがつけられることになりました。
骨格のそばの生体復元模型やジオラマのロボットは当館のオープンにあわせて制作したものなので、トゲがあるのです。
　では骨格の方も改めればよいと思うところですが、当館の骨格は複製なので、手直しするとなれば中国にある原標本の方から
先に行う必要があります。
　恐竜研究は、ひとつの発見で昨日までの常識がひっくり返ることがよくある世界です。恐竜の姿勢や学名の変化など、枚挙に
いとまがありません。逆にこうした変化を見つけて調べることは、発見の歴史・研究の進展をたどっていくのと同じことで、と
ても面白いものです。

恐竜博物館の　 ＆　 から
ジオラマの剣竜の肩にトゲがあるのは？

サウンド付きポップアップカード

カフェ＆レストラン・ディノの
イチオシ！

Q　A
Q

A
ジオラマにある復元ロボット

ミュージアムショップの
オススメ商品から

1,950円（税込）900円（税込）
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月前から受付を開始し、定員に達し次第締め切らせていただきます。ただし、申し込み多数の時は
抽選となる場合があります。

※当館Webサイトの行事案内ページ（http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/event/）もご覧ください。
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特別展講演会
場所／講堂
※申し込み不要です。

■南アジアにおける獣脚類の進化
日時／7月26日(日) 14:00～15:30
内容／南アジアで続々と発見される獣脚類化

石は、この地域における肉食恐竜の進
化についての研究を飛躍的に発展させ
ました。ジュラ紀から白亜紀にかけ
て、彼らはどのように繁栄したのか？
大陸分布との関係は？今最も注目され
ている恐竜研究者の一人が獣脚類の栄
枯盛衰の物語をお話しします。

講師／イギリス・エディンバラ大学研究員 
ステファン・ブルサッテ 博士

■鳥類の初期進化
日時／8月23日(日) 14:00～15:30
内容／近年、中国遼寧省の熱河層群から多く

の原始的な鳥類化石が発見されていま
す。その最新の研究成果をふまえ、中
国の鳥類化石研究の第一人者である周
博士に、中生代の原始的な鳥類の進化
について語っていただきます。

講師／中国科学院古脊椎動物古人類研究所所長 
周　 忠和 博士

博物館セミナー
場所／研修室
申込／電話、FAX、E-mailにて

■地球と生命の物語④
　「アジア南部における竜脚形類の進化」

日時／9月20日(日) 13:00～14:30
内容／アジア南部の竜脚形類は、タイ・ラオ

ス・中国（南部）などから見つかって
います。ジュラ紀の古竜脚類と呼ばれ
る原始的なグループから、白亜紀の進
化したティタノサウルス形類まで、進
化の道すじをたどってみましょう。

講師／関谷　 透

特別展ツアー
■特別展ツアー「特別展の展示解説」

内容／特別展の素晴らしい標本について、詳
しく解説します。

担当／関谷 　透　場所／特別展示室
対象／20名
申込／電話、FAX、E-mailにて
第2回／8月9日(日) 13：00～14：00
第3回／9月6日(日) 13：00～14：00
第4回／10月12日(月祝) 13：00～14：00

パ ブリックコース

博物館セミナー
地球と生命の物語

場所／研修室
申込／電話、FAX、E-mailにて

■③ 恐竜時代の哺乳類たち
日時／7月19日(日) 13：00～14：30
内容／恐竜時代の哺乳類には私たちがイメー

ジする以上に、様々な生活に適応した
ものがいました。北谷の化石も紹介し
ながら、哺乳類の初期の進化について
紹介します。

講師／宮田 和周

■⑤ 足の形が決めた恐竜の体の大きさ
日時／10月11日(日) 13：00～14：30
内容／最小の恐竜が大きいことはあまり知ら

れていませんが、最小の恐竜でも最小
の哺乳類より体重が二桁ほど大きいの
です。これは指行性という恐竜の足の
形が影響していたと考えられます。足
の形と恐竜の体の大きさや進化の関係
について解説します。

講師／久保　 泰
■⑥ CGで見る木の化石のでき方とその秘密

日時／10月18日(日) 13：00～14：30
内容／コンピューターグラフィックで制作し

た珪化木の形成過程をわかりやすく解
説し、木や骨がどのようにして化石に
なるのか？どれくらいの時間で化石に
なるのか？など、今までの研究でわ
かってきたことをお話しします。

講師／寺田 和雄
■連携博物館講座：首長竜のお食事マナー  
　何をどうやって食べていたの？

日時／11月1日(日) 13：00～14：30
内容／首長竜の食性について、これまで胃内

容物の化石から食べる対象の研究がな
されてきました。そして近年、CT技
術によって歯の形成や交換のメカニズ
ムも明らかになり、食べる様式につい
てもヒントが得られています。これら
からわかる首長竜の食性について紹介
します。

講師／茨城県自然博物館上席学芸員
 加藤 太一 先生

■⑦ ブラジル沖深海底で見つかった歯クジラ化石
日時／11月15日(日) 13：00～14：30
内容／水深およそ4000メートルの海底か

らハクジラの頭骨化石が採取されまし
た。場所はブラジル沖。頭骨の正体を
求めてはるばるヨーロッパにまで足を
伸ばした顛末をお話しします。

講師／一島 啓人
■⑧ 福井のイグアノドン類たち

日時／11月29日(日) 13：00～14：30
内容／イグアノドン類とはどのような恐竜で

あったのでしょうか？福井の2種類の
恐竜を中心として、最新の情報を紹介
します。

講師／柴田 正輝
■⑨ フィリピンに白亜紀の海の秘密を探る

日時／12月20日(日) 13：00～14：30
内容／フィリピン諸島に分布する白亜紀の石

灰岩から、厚歯二枚貝などの礁性生物
の化石が見つかります。これらの化石
の研究によって、白亜紀の太平洋の生
物地理の謎が解き明かされ始めまし
た。最新の研究成果を紹介します。　

講師／佐野 晋一

ジ ュニアコース

博物館自然教室
場所／実習室
対象／小学生以上（小学生は保護者も参加）

20名
申込／往復ハガキ、E-mailにて

■ミクロの世界
日時／9月13日(日) 13：00～15：00
内容／ルーペや顕微鏡を使わないと見えない

生き物たち。そんな微生物の化石を観
察しましょう。

　担当／野田 芳和

■ほね探偵事務所
日時／10月4日(日) 13：00～15：00
内容／骨をもつ動物はその一部が化石になっ

て見つかることがあります。恐竜もそ
のひとつです。骨のかけらからどのよ
うな動物だったかがわかるのでしょう
か。動物によって特徴的な骨のいくつ
かをクイズ形式で学びます。

担当／一島 啓人
■石をしらべよう！

日時／11月8日(日) 13：00～15：00
内容／偏光板（へんこうばん）や顕微鏡（け

んびきょう）などを使って、石のつく
りや特徴（とくちょう）を一緒にしら
べてみましょう。

担当／佐野 晋一
■化石のペーパーウェイトをつくろう

日時／12月13日(日) 10：00～15：00
内容／化石が入っている石をピッカピカに磨

いて、オリジナルのペーパーウェイト
を作り、石の性質を体感し、化石を顕
微鏡で観察します。

担当／後藤 道治

キ ッズコース

恐竜ふれあい教室
対象／4歳～小3の親子　15組
場所／実習室
申込／往復ハガキ、E-mailにて

■親子で恐竜模型をつくろう！
日時／8月30日(日) 13：00～15：30
内容／恐竜の骨格をもとに、粘土を使って恐

竜を復元します。
講師／恐竜造形家 荒木 一成 先生
申込／往復ハガキ、E-mai lにて。受付は

7/30～8/6、抽選にて参加者に通知。
■親子で化石のレプリカをつくろう！

日時／9月27日(日) 13：00～14：30
内容／石こうを使って、アンモナイトなどの

化石の複製をつくります。
担当／千秋 利弘

■親子で恐竜だこをつくろう！
日時／10月25日(日) 13：00～15：00
内容／恐竜の絵をかいて恐竜だこをつくります。
担当／島田 妙子

■宝探し！金色の鉱物をさがそう！
日時／11月22日(日) 13：00～14：00
内容／鉱物には多くの種類があり、きれいな

宝石もあります。今回は黄鉄鉱という
金色に輝く鉱物を泥の中から探して、
どんな形をしているか観察します。見
つけた鉱物は10個までお持ち帰りい
ただけます。

担当／千秋 利弘
■親子で恐竜クリスマスリースをつくろう！

日時／12月6日(日) 13：00～15：00
内容／恐竜の折り紙などを使って親子でクリ

スマスリースをつくります。
担当／島田 妙子

ギャラリートーク開催
当館研究スタッフが、展示標本を前に30
分程度のお話をします。開催日時、集合場
所等、当館ホームページのイベント案内を
チェックして下さい。

 特別展関連行事


